
               

 

 大きな画像は迫力、臨場感があるのはなぜでしょうか？ 

 目に映った画像は網膜で信号に変換され軸索と呼ばれる線路を通じ中脳の外側膝状体へ

送られ情報処理が行われた後、第一次視野野に送られそこで画像構築が行われていると考

えられている。 

右目の画像と左目の画像のわずかな違いがあると三次元画像構築が、ここで行われてい

ると考えられている。 

 人間の目は６ｃｍ（人によって異なる）ほどの間隔があるので大きな画像を見ると左目

の画像と右目の画像では、ずれが発生するため三次元画像構築効果が働きｽｹｰﾙ感を感じる

と思われる。 

 最近流行の３Ｄ映画やＴＶは、まさにこの原理を応用し近くの画像は右目の画像と左目

の画像のずれを大きくし、遠くの画像はずれを少なくし、液晶ｼｬｯﾀｰﾒｶﾞﾈで画面に同期させ

切り替えることにより３Ｄを実現している。 

 今回の二人展では人の目の画像構築効果を生かした迫力ある作品つくりをめざし、構図

の研究や解像力を確保するためのﾚﾝｽﾞやｶﾒﾗの解像力測定や撮影ﾃｸﾆｯｸに取り組んでいます。 
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